
 世界ランキング 
（2015年12月現在） 

ピョンチャン向け世界ランキング（WR)が決定 

オリンピック予選の開催地＆組合せが決定 

ピョンチャンオリンピック出場予選 
（４カ国×３グループ） 

各優勝国が最終予選に進出 
 

ピョンチャンオリンピック出場最終予選 
（４カ国×２グループ） 

各優勝国がオリンピック出場決定 
 

ピョンチャンオリンピック出場最終予選 
（４カ国×３グループ） 

各優勝国がオリンピック出場決定 

2018年2月9日～25日 

ピョンチャンオリンピック出場予選 
（４カ国×2グループ） 

各優勝国が最終予選に進出 

WR1位～8位 
＋開催国は 

OGへ自動出場 

2015世界選手権 Div.1 
ランキングポイントを加算 

2015世界選手権（7位）＋2016世界 
選手権（？）ランキングポイントを加算 

WR1位～5位 
＋開催国は 

OGへ自動出場 

WR6位～11位 
最終予選へ 

WR12位～ 
予選へ 

※開催国のWRによって、枠が変動 

最終予選 

予   選 

２０１６世界選手権終了時 ２０１５世界選手権終了時 

２０１６年開催のＩＩＨＦ年次総会にて ２０１５年開催のＩＩＨＦ年次総会にて 

WR18位～ 
予選へ 

WR9位～17位 
最終予選へ 

2016年 
2月札幌 

2016年 
11月開催 

2016年 
9月開催 

2017年 
2月開催 

2/11-14 11/3-6 

9/1-4 2/9-12 

男子は2次予選（2016年2月)⇒最終予選(2016年9月)を勝ち抜かねばならない。 
女子は2017年2月の最終予選（日本開催可能性大）で1位になれば五輪出場。 

 



 大会名 第23回オリンピック冬季競技大会〔韓国／ピョンチャン〕 

男子アイスホッケー2次予選グループＪ 

 主催 国際アイスホッケー連盟・（公財）日本アイスホッケー連盟 

 主管 一般財団法人北海道アイスホッケー連盟 

 開催場所 札幌月寒体育館 

 テレビ放送 NHK BS-1（18時予定 ＊日本戦のみ生中継予定。計3試合） 

 参加国 日本（世界ランク20位） ウクライナ（同21位） 

  ルーマニア（同28位）   クロアチア（同27位） 

 開催期日 2016年2月11日（木）～2月14日（日） 

  2月11日（木） 14：30 第一試合 ウクライナ  対 ルーマニア 

   18：00 第二試合 クロアチア  対 日本 

  2月12日（金）  

  2月13日（土） 14：30 第三試合 ウクライナ  対 クロアチア 

   18：00 第四試合 日本      対 ルーマニア 

  2月14日（日） 14：30 第五試合 ルーマニア 対 クロアチア 

   18：00 第六試合 日本     対 ウクライナ 
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グループJグループG

メキシコ

エストニア

エストニア開催済

グループK

一次予選　2015年11月5日～8日

グループH

ハンガリー開催

中国

アイスランド

スペイン

セルビア

スペイン開催済

グループL

ブルガリア

イスラエル

二次予選　2016年2月11日～14日

ルーマニア

クロアチア

ウクライナ

日本

日本・札幌開催

エストニア

リトアニア

ポーランド

ハンガリー

グループD

世界ランキング9位～17位、一次予選通過3カ国

最終予選　2016年9月1日～4日

セルビア

オランダ

イギリス

イタリア

イタリア開催

世界ランキング18位～27位、1次予選通過二カ国

ドイツ

ラトビア

ラトビア開催 ノルウェイ開催

ノルウェイ

グループFグループE

2次予選通過3

デンマーク

スロベニア

ベラルーシ

ベラルーシ開催

フランス

カザフスタン

二次予選通過1二次予選通過2

オーストリア

韓国 最終予選通過3

スロバキア

アメリカ

ロシア

最終予選通過2

最終予選通過１

フィンランド

スウェーデン

世界ランキング1位～8位、最終予選通過3カ国

平昌2018冬季オリンピック　2018年2月9日～25日

カナダ

チェコ

スイス

グループCグループBグループA平昌冬季五輪に向けた日本男子アイスホッケー
の挑戦は2016年2月11日に札幌で 開催され
る二次予選からスタートします。 
 
日本男子アイスホッケーチームは1998年の長野
五輪の主催者国枠の出場を最後に、20年ぶり
の出場を目指し、まずはクロアチア、ウクライナ、
ルーマニアと対戦します。 
 

平昌冬季五輪までの道のり 

２ 

２ ２ ２ 
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年 回 開催国 開催地   順位 

1936年 第4回  ドイツ  ガルミッシュ・パルテンキルヘン 男子 9位タイ 

1960年 第8回  アメリカ  スコーバレー 男子 8位 

1964年 第9回  オーストリア  インスブルック 男子 11位 

1968年 第10回  フランス  グルノーブル」 男子 10位 

1972年 第11回  日本  札幌 男子 9位 

1976年 第12回  オーストリア  インスブルック 男子 9位 

1980年 第13回  アメリカ  レークプラシッド 男子 13位 

1998年 第18回  日本  長野 男子 13位 

        女子 6位 

2014年 第22回  ロシア   ソチ 女子 8位 

＊男子日本代表チームは1960年代、70年代はオリンピックの常連だったが、1980年  
  レークプラシッド大会以降は予選を突破できていない。 

 
 
   
 


